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第 2回地域福祉審議会における主なご意見（趣旨を踏まえ要約） 

 

１ 目黒区障害者自立支援協議会からの意見について 

（１） 全般 

 〇障害のある人たちが何らかの形で自分を誇れるような社会ができるとよい。障害があっても、

個々に得意な分野があり、それを認める社会にしたい。 

 〇障害のある人への支援内容を多くの人に知ってもらい、協力を得ることが重要である。相談に

つながる最初の入り口が大切で、支援が必要な人が相談に来ることができているかを確認する

仕組みも必要である。 

 〇ボランティア活動で障害者と接することが楽しいと気付いたことがきっかけとなり、ガイドヘ

ルパーをしている。大変なこともあるが、それを上回る充実感がある。ガイドヘルパーの仕事

の素晴らしさをもっとＰＲすれば人材不足の解消に役立つのではないか。また、そのような活

動が高齢者の人生にプラスになることもＰＲしたい。 

（２） 福祉教育（障害福祉だけでなく、地域福祉の視点も含まれている） 

 〇福祉教育について、学校医として生徒に様々な講義をすることがある。障害のある人への理解

や差別解消のために、自分の役割があると感じた。 

 〇福祉教育では人材不足が課題である。誰もが当事者になり得るという視点から、みんなが関わ

る意識を持つことが重要である。 

 〇福祉教育が助け合いを循環させるようなまちづくりにつなげていけたら素晴らしい。 

（３） 医療との連携 

 〇障害のある人たちには、医療の受診が難しい現状がある。以前よりは受診できる医療機関が増

えてきていると思うが、医療と障害福祉の領域でもっと協力できることがあればよい。 

 〇受診可能な医療機関の情報が得られないことで、困難が生じている現状がある。情報提供が重

要である。 

 〇地域で育った障害のある人が生涯、安心して暮らせる環境整備が必要であり、確実に受診でき

るよう歯科医師会としても支援を続けたい。 

（４） 災害時の支援 

 〇災害時支援体制については、手話ができるサポーターを増やすなど、障害特性に応じて災害時

に避難できる体制をつくっていく必要がある。 

 〇障害者参加型防災訓練は重要である。薬剤師会も訓練に参加することで、障害のある人への対

応や服薬指導などのシミュレーションができ、より実践的な支援につながると思う。 

 〇防災訓練に事業所として利用者と参加しているが、具体的な手順が分かりにくい点があり、よ

り実践的なシチュエーションで訓練ができると良い。 

（５） 発達障害支援  
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〇発達障害のある子たちが二次障害とならないよう、学校や事業所による支援や、こども家庭セ

ンターとの連携が重要で、保護者支援、伴走型支援という視点に立った、子どもが社会に出て

いくための環境整備が不可欠である。 

 

２ 計画専門委員会の検討状況について 

（１）認知症施策 

 〇認知症になっても社会に参加し、働く場を持つことができるという前向きな姿勢を広めたい。

また、認知症への新しい捉え方を社会に浸透させ、当事者の力を生かす取組を目黒区でも積極

的に進めてほしい。 

 〇認知症の人が周りに多くいる。早期発見は、実際にどのようにすればよいのかがわからない。 

 〇訪問時に認知症かなと思ったときは、地域包括支援センターにつなげているが、ボランティア

としてどういう声掛けがいいのかを、いつも勉強している。 

 〇微妙な変化に気付けるのは家族や身近な人たちで、本人の生活を身近に見ている人がいること

が大事である。 

 〇気付くためには、認知症に対する啓発、福祉教育が大切である。 

 〇家族に限らず、認知症の人のキーパーソンが誰なのかが大事になる。 

（２）ひきこもり支援 

 〇ひきこもりの状態にはグラデーションがあり、グレーな状態では、オンラインで少し話せるよ

うなアプリ等があれば良いと思う。 

（３）地域福祉の推進 

 〇地域福祉を進めるには、区民や地域の団体、民生委員・児童委員など多彩な人の力が必要であ

る。一人ひとりが、誰かがしてくれるというのではなく、自分事としていくことが大事であ

る。 

 〇家族として支えてきた人が社会的に十分評価され、家族が支え合うことが肯定的にみられる社

会になれば良いと思う。このことは、地域福祉の根底にある大切な視点ではないか。 

 〇福祉の基本は、「ありがとうの連鎖」と思っている。助けようと思ってくれることがありがた

いという気持ちが一人ひとりに根付くことで、助け合いの意識が強まっていくのではないか。 

 〇圧倒的な情報弱者が多い。情報が届くことが重要で、そこから支援につながる。アウトリーチ

や情報にアクセスしやすいこと、一人ひとりがつながる施策があると良く、皆が幸せに暮らせ

る社会を目指したい。現場の声を吸い上げるような取組をして欲しい。 

 

以   上 


